
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                             

１１月の予定 

1 金 ５歳児 お泊り保育 

2 土 ５歳児 お泊り保育 

3 日 文化の日 

4 月 振替休日 

5 火 ３歳児 絵画指導 

４/５歳児 オルフ指導 

6 水 避難訓練 

7 木 ４歳児 絵画指導 

8 金 ３/４/５歳児 園外保育 

9 土  

10 日 
 

11 月 乳児体育（１/２/４歳児） 

12 火 乳児健診 

２歳児 食育体験 

13 水 ５歳児 絵画指導 

14 木  

15 金 ２/３歳児 オルフ指導 

16 土 みんなの会行事 

17 日  

18 月 乳児体育（１/２/５歳児） 

19 火  

20 水 誕生日会 

21 木  

22 金 ３歳児 絵画指導 

４/５歳児 オルフ指導 

23 土 勤労感謝の日 

24 日  

25 月 乳児体育（１/２/３歳児） 

26 火 幼児身体測定 

27 水 乳児身体測定 

28 木 ４歳児 絵画指導 

29 金 ５歳児 絵画指導 

30 土  

やまと保育園の使命（ミッション） 

“子どもの最善の利益（幸せ、喜び、育ち・・）”を最優先に考え、親と連携しながら一人一人の

子どもの成長を見守り、全職員と講師とのチームワークで充実した保育環境を整えます。そし

て、子どもの“自発的な遊び”を通して、豊かな心と生きていく力を育む保育を目指し、親とと

もに“子育ての楽しさ”を感じあいます。 

子どもはみんな問題児 

中川李枝子さんを知っていますか。名前は知らなくとも「ぐりとぐら」の絵本を読んだ

ことがある、となりのトトロの「さんぽ」の歌は口について出てくるという方も多いと思

います。そして『いやいやえん』という本の読み聞かせをしたことのある保育士も多いは

ずです。これら作品の著者・作詞者です。 

その方が、先月亡くなりました。それらの作品は子どもの目線にたったあたたかい作品

ですが、私が子育て中に読んで救われたようなほっこりした気持ちになった「子どもはみ

んな問題児」という本を思い出し、再読しました。その話を少し・・・。 

 

「問題児」と言っても否定的な意味ではありません。「子どもはみんなすてきな問題児」

と肯定的にとらえているのです。巻頭に、『子どもへの最高の誉め言葉は、 「子どもらしい子

どもね」 ではないか。 「よい子」 でも 「賢い子」 でも 「聞き分けのいい子」 でもない。』 と

書かれています。ではどんな子が子どもらしいかというと・・・。子どもはどの子もみん

な素晴らしい問題児。（私たち大人だって、子どもの頃、そんな完璧ないい子ではなかっ

た、でもちゃんと大人になっている）、子どもは自分丸出しで生きている、ひとりひとり個

性がハッキリしていて（それが大人側から見ると）世間の予想をはみ出す、等々・・・。

だからこそおもしろいしかわいい。 

 

そして著者は、この本の中で 毎日頑張っているお母さんやお父さんに次のようなエー

ルを送っています。 

 

  あせらないで、 だいじょうぶ。 

   悩まないで、 だいじょうぶ。 

   子どもをよく見ていれば、 だいじょうぶ。 

 子どもは子どもらしいのがいちばんよ。 

 

現代は、色々な情報があふれていますが、子ども達はみんな一人ひとり違う。どうぞ、

肩の力をぬいて 子どもをよく見て、少しユーモアをもって・・・子育てができるといい

ですね。 

                                 佐瀬 裕子 

や ま と 保 育 園  

令和6年11月1日 

 

今月の目標 ： 元気に遊び、お腹のすく感覚を知ろう。 

<行事について>  

【11/1～2 ５歳児 お泊り保育】 

１日は天気が良ければ上野動物園に出かけます。家族から離れてお友達と一晩、保

育園で過ごします。１泊ですが、子どもたちにとっては大冒険になると思います。 

 

【11/16 みんなの会行事】 

 現在企画メンバーで準備中です。詳細が決まり次第、お便りでお知らせいたします。交

流を深めながら、楽しく過ごしましょう。 

 

園H P 

 

クラスの様子 『さくら組』 

「さくら組、只今たくさん経験中」 

 運動会での開会の言葉、閉会の言葉は「ドキドキしたけどがんばったよ」と言っ

て笑うさくら組。行事やイベントに参加する度に色々な事を吸収して一段一段階

段を上っていくように成長していきます。「楽しかったね」「僕、私やってみたい」

という言葉が聞かれると、とっても嬉しい気持ちになり、保育士もついつい張り

切ってしまいます。行事やイベントはきっかけの一つ。日々の繰り返しの中で夢中

になって遊ぶ経験をたくさんして、仲間の絆を深めていってほしいなと思ってい

ます。さくら組にとっては「最後の○○」がどんどん増えていきます。一つ一つの

「楽しかったね」を大切に、たくさんの思い出をつくっていきたいと思っていま

す。 


